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千円

町税
39億8,415万円
22.9％

町債
6億6,510万円
3.8％

国庫支出金
28億3,880万円
県支出金
24億133万円
30.1％

地方交付税
21億8,091万円
12.5％

依存財源
88億1,189万円
50.6％

自主財源
85億8,188万円
49.4％

その他①（自主財源）
25億8,512万円
14.9％
●諸収入
●繰越金
●分担金及び負担金
●特別会計繰入金
●寄附金
●財産収入
●使用料・手数料

その他②（依存財源）
7億2,575万円
4.2％
●地方消費税交付金
●地方譲与税
●利子割交付金
●自動車取得税特別交付金
●交通安全対策特別交付金
●地方特例交付金

基金繰入金
20億1,261万円
11.6％

減債基金 その他目的基金

町の決算を
報告します

平成２9年度
　
町
の
会
計
は
、
町
民
へ
の
皆
さ
ん
の
サ
ー

ビ
ス
の
基
本
と
な
る「
一
般
会
計
」と
特
定
の

事
業
を
行
う「
特
別
会
計
」に
分
か
れ
て
い
ま

す
。こ
こ
で
は
一
般
会
計
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。（
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
12
ペ
ー
ジ
参

照
）

前
年
度
の
決
算
と
ど
う
変
わ
っ
た
の
？

　
収
入
・
支
出
決
算
の
比
較
表
を
見
て
み
る

と
、
収
入
に
つ
い
て
は
自
主
財
源
の
大
部
分

を
占
め
る
町
税
に
お
い
て
、
宅
地
造
成
等
に

伴
う
人
口
増
な
ど
の
納
税
義
務
者
数
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
税
全
体
で
見
る
と
前

年
度
に
比
べ
３
・
３
％(

１
億
２
，
６
６
９
万

円)

の
増
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、国
・
県
か

ら
の
支
出
金
は
、
保
育
所
運
営
費
国
県
負
担

金
、
待
機
児
童
対
策
特
別
事
業
補
助
金
な
ど

の
事
業
増
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
17
・
６
％

（
７
億
８
，
２
５
４
万
円)

の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
特
別
交
付

税
は
減
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
普
通
交
付

税
が
増
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
前
年
度
に
比

べ
０
・
１
％(

１
１
８
万
円
）
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
に
支
出
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費
が
認
可

保
育
園
運
営
補
助
金
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
な
ど
の
増
に
よ
り
９
・
７
％（
３
億
８
，
８

６
０
万
円
）の
増
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
費
等

も
認
可
化
移
行
運
営
費
補
助
金
な
ど
の
増
加

に
伴
い
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。普
通
建
設

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
北
丘
小
学
校
西
側
避

難
通
路
整
備
事
業
等
や
保
育
所
等
整
備
交
付

金
事
業
な
ど
に
よ
り
37
・
３
％（
５
億
５
，
５

７
９
万
円
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
も
一
般
会
計
で
は
黒
字
決
算

に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
決
算
よ
り

赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
扶
助
費
を

は
じ
め
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加

や
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
等
、
必
要
な
事
業
に
対
応
す
る
た
め
に
、

引
き
続
き「
安
定
的
な
財
政
運
営
」に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
町
財
政
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成２9年度

町に入ってきたお金（一般会計収入）

平成２９年度の町の収入と支出の「決算」が
まとまりました。そこで、昨年度どんなこ
とにお金が使われたかをお知らせします。

項　目

町税
その他①（自主財源）
基金繰入金
国・県支出金
地方交付税
町債
その他②（依存財源）

398,415
258,512
201,261
524,013
218,091
66,510
72,575

1,739,377

385,746
225,802
181,608
445,759
217,973
68,470
66,397

1,591,755

3.3
14.5
10.8
17.6
0.1

▲ 2.9
9.3
9.3歳入合計

H29決算額 H28決算額
単位：万円

【収入対前年度決算比較表】
【基金（町の貯金）残高の状況】

前年比（％）

１7３億9,377万円

町の決算を
報告します

●収入用語チェック
・町税
　町民税や固定資産税などとして、
　みなさんが町に納めたお金
・町債
　国や金融機関から借り入れたお金
・国・県支出金
　事業などの特定の目的の財源とし
　て、国や県から交付されたお金
・分担金・負担金
　保育園保育料、福祉施設入所負担
　金等
・地方譲与税
　国税のうち消費税等から、町へ譲
　与されたお金
・使用料・手数料
　町の施設の使用料や住民票の交付
　手数料として、みなさんが支払った
　お金
・自動車取得税交付金
　県が収納した「自動車取得税」の中
　から町へ交付されたお金
・利子割交付金
　国が徴収した「利子税」の中から町
　へ交付されたお金
・繰入金
　基金（貯金）の取崩しにより、繰り
　入れたお金
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投資的経費
20億4,608万円
12.4％
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2,086,245

65,178

12,097,404

2,864,267

1,958,855

60,792

11,805,500

2,686,141

2,267,092

77,851

12,071,929

2,771,581

2,204,844

73,706

12,616,983

2,872,530

2,192,889

69,482

千円

人件費
16億6,796万円
10.1％

他会計繰出金等
24億2,140万円
14.6％

その他
14億899万円
8.5％
●補助費等
●投資及び出資金・貸付金
●維持補修費
●災害復旧費

扶助費
44億27万円
26.6％

基金積立金
18億1,967万円
11.0％

物件費
17億8,723万円
10.8％

公債費
9億8,762万円
6.0％

普通建設事業費
20億4,608万円
12.4％

義務的経費
70億5,585万円
42.7％

投資的経費
20億4,608万円
12.4％

その他の経費
74億3,729万円
44.9％

H25
一般会計

H26 H27 H28 H29
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計区画整理事業特別会計
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。
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と
も
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歳出合計

単位：万円
【支出・性質別対前年度決算比較表】

【町債（町の借金）残高の状況】

項　目
人件費
扶助費
公債費
普通建設事業費
物件費
他会計繰出金
基金積立金
その他

166,796
440,027
98,762
204,608
178,723
242,140
181,967
140,899
1,653,922

168,087
401,167
98,419
149,029
187,545
150,061
138,547
137,760
1,430,615

▲ 0.8
9.7
0.3
37.3
▲ 4.7
61.4
31.3
2.3
15.6

H29決算額 H28決算額 前年比（％）

１65億3,922万円
町が使ったお金（一般会計支出）

●支出用語チェック
・人件費
　町長、職員等の給与など
・扶助費
　認可保育園運営費補助金、医療費
　助成など
・公債費
　町が地方債（借金）の元利償還に要
　する経費
・物件費
　賃金、需用費、委託料、使用料など
・補助費等
　報償費、負担金、補助金など
・維持補修費
　町立施設等の修理費
・普通建設事業費
　道路、学校、公共施設等の建設事業
　に要する経費
・積立金
　町の貯金として積立するお金
・繰出金
　一般会計と特別会計との間で不足
　分を相互で補うためのお金

私たちの町は
どんなことに
お金を使ったの？


